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[1] 次の各命題のステートメントを書け．
(1) Lebesgue の収束定理
(2) Fatou の補題
(3) 単調収束定理

[2] R の可測集合 A について次の性質が成り立つための必要十分条件を求めよ．
ただし考えている測度は Lebesgue 測度である．

A 上の任意の複素数値可測関数 f(x) について，
∫

A

|f(x)|2 dx < ∞ ならば∫
A

|f(x)| dx < ∞ である．

[3] 次のそれぞれの値を求めよ．

(1)
∫ ∞

−∞
e−x2

dx

(2) lim
N→∞

∫ N

−N

sin x

x
dx

(3)
∫ ∞

−∞

1
(1 + x2)2

dx


